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1.  平成22年12月期第3四半期の連結業績（平成22年1月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第3四半期 23,909 23.0 1,409 256.6 1,565 220.1 985 369.9
21年12月期第3四半期 19,432 ― 395 ― 488 ― 209 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

22年12月期第3四半期 91.79 ―
21年12月期第3四半期 19.53 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第3四半期 23,694 8,923 37.5 827.06
21年12月期 22,637 8,597 37.8 796.65

（参考） 自己資本   22年12月期第3四半期  8,883百万円 21年12月期  8,556百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ― 0.00 ― 8.00 8.00
22年12月期 ― 0.00 ―
22年12月期 

（予想）
8.00 8.00

3.  平成22年12月期の連結業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 31,500 17.7 1,570 114.2 1,700 95.0 1,050 122.5 97.75
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(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に
対する四半期レビュー手続きが実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の実績等は、業績の
変化等により、上記予想と異なる場合があります。なお、業績予想に関する事項は、添付資料３ページの「1.当四半期の連結業績等に関する定性的情報
（3）連結業績予想に関する定性的情報」をご参照ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】３ページ「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期3Q 11,150,100株 21年12月期  11,150,100株
② 期末自己株式数 22年12月期3Q  408,878株 21年12月期  408,854株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期3Q 10,741,230株 21年12月期3Q 10,741,295株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第３四半期連結累計期間における世界経済は、各国景気刺激策により生産や設備投資に持ち直しの動きが出て

いるほか、中国やインドをはじめとする新興国が経済成長を続けており、景気は回復を続けました。わが国経済に

おいては、依然として失業率が高水準にあるものの、失業率も少しずつ改善してきており、経済政策による個人消

費回復や、輸出の増加を背景に、企業収益も改善し、景気は緩やかに回復を続けました。このような経営環境下、

当社グループにつきましては、顧客の在庫調整進展と生産改善により、国内では、建機顧客向けの量産用機械資材

の販売が改善した他、北米では、樹脂ホースの販売が改善しました。また、国内都市圏を中心として民間投資向け

に建築資材の販売が改善したこともあり、連結売上高は239億９百万円（前年同期比23.0％増）、営業利益は14億

９百万円（前年同期比256.6％増）、経常利益は15億65百万円（前年同期比220.1％増）、四半期純利益は９億85百

万円（前年同期比369.9％増）となりました。 

[産業資材事業]  

 顧客の在庫調整進展による受注回復を背景に、北米での樹脂ホースの販売が改善しました。国内においては、建

機顧客の海外アジア向け生産回復により量産機械用資材の販売が改善した他、プラント用資材の販売も好調を維持

しました。これらの結果、売上高は162億41百万円（前年同期比28.8％増）となり、営業利益は17億１百万円（前

年同期比131.1％増）となりました。  

[建設資材事業]  

 公共投資予算は大幅に削減されていることから、引き続き民間投資分野に注力し、「スーパー・マテリアルズ」

や「Ｍブレイル」など当社オリジナル商品の受注に努めてきました。国内民間投資の本格的回復には至っておら

ず、受注環境は依然厳しさが残るものの、都市圏を中心として民間投資向けの販売が持ち直したこともあり、売上

高は60億47百万円（前年同期比17.7％増）となり、営業利益は２億34百万円（前年同期比93.1％増）となりまし

た。 

[スポーツ施設資材事業]  

 スポーツ施設の改修物件を中心に「モンドターフ」（人工芝：ＦＩＦＡ認証品）や「スーパーＸ」（全天候型舗

装材：国際陸上連盟認証品）の受注確保に努めてまいりました。競合他社との価格競争激化により、売上高は10億

３百万円（前年同期比0.4％減）となり、営業損失は２百万円（前年同期は、営業利益が37百万円）となりまし

た。  

[その他事業]  

 その他事業につきましては、主にホテル業においてビジネス顧客の減少により販売額が減少したことから、売上

高は６億16百万円（前年同期比9.4％減）、営業損失は20百万円（前年同期は営業損失14百万円）となりました。

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて4.7％増加し、236億94百万円となりまし

た。これは、主に現金及び預金が４億82百万円増加したほか、受取手形及び売掛金が11億34百万円増加したことに

よるものであります。 

 負債合計は、前連結会計年度末に比べて5.2％増加し、147億70百万円となりました。これは、主に短期借入金が

７億２百万円減少したものの、支払手形及び買掛金が11億82百万円増加したことによるものであります。 

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べて3.8％増加し、89億23百万円となりました。これは、主に為替換算調

整勘定が６億円減少したものの、利益剰余金が８億99百万円増加したことによるものであります。  

 (キャッシュ・フローの状況）  

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度

末に比べて２億72百万円増加し、34億56百万円となりました。 

 当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 営業活動の結果得られた資金は、14億54百万円（前年同期は13億24百万円の収入）となりました。これは主に税

金等調整前四半期純利益14億79百万円等が要因であります。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 投資活動の結果使用した資金は、１億67百万円（前年同期は28百万円の収入）となりました。これは主に有形固

定資産の取得による支出１億39百万円等が要因であります。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動の結果使用した資金は、８億61百万円（前年同期は９億15百万円の支出）となりました。これは主に短

期借入金純減額６億54百万円等が要因であります。  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成22年８月10日に発表しました「平成22年12月期 第２四半期決算短信」の通期業績予想に修正はございませ

ん。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 一部の連結子会社においては、当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したもの

と著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しておりま

す。 

②棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略して、第２四半期連結会計期間

末に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出しております。なお、当第３四半期連結会計期間末にお

ける棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価格を見積もり、簿価

切下げを行う方法によっております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

 一部の連結子会社においては、固定資産の年度中の取得、売却または除却等の見積りを考慮した予算に基づく年

間償却予定額を期間按分する方法によっております。  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する

会計基準」(企業会計基準第15号 平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準

適用指針第18号 平成19年12月27日)を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工

事契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事

進行基準(工事の進捗率の見積りは原価比例法)を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 

 これにより、当第３四半期連結累計期間の売上高は225,268千円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前

四半期純利益は、それぞれ70,355千円増加しております。なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載

しております。  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,048,892 3,565,965

受取手形及び売掛金 6,277,994 5,143,118

商品及び製品 3,643,998 3,551,247

仕掛品 188,018 246,469

原材料及び貯蔵品 373,101 320,912

その他 496,274 529,223

貸倒引当金 △62,860 △52,145

流動資産合計 14,965,419 13,304,789

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,780,856 3,040,225

その他 2,775,478 2,946,152

有形固定資産合計 5,556,334 5,986,378

無形固定資産   

のれん 61,421 86,600

その他 226,115 264,519

無形固定資産合計 287,536 351,120

投資その他の資産（純額） 2,885,071 2,995,695

固定資産合計 8,728,942 9,333,193

資産合計 23,694,362 22,637,983

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,204,487 4,021,533

短期借入金 2,271,181 2,973,381

1年内償還予定の社債 70,000 170,000

1年内返済予定の長期借入金 1,734,159 1,928,909

未払法人税等 286,935 33,157

賞与引当金 88,752 1,945

その他 738,495 676,572

流動負債合計 10,394,012 9,805,500

固定負債   

社債 － 70,000

長期借入金 3,462,956 3,275,358

退職給付引当金 425,099 422,162

役員退職慰労引当金 190,352 209,378

負ののれん 41 11,831

その他 298,256 246,329

固定負債合計 4,376,706 4,235,060

負債合計 14,770,719 14,040,560

クリヤマ㈱(3355)　平成22年12月期　第３四半期短信



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 783,716 783,716

資本剰余金 839,940 839,940

利益剰余金 8,614,093 7,714,110

自己株式 △124,206 △124,199

株主資本合計 10,113,544 9,213,567

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 109,738 82,115

繰延ヘッジ損益 △350 △10

為替換算調整勘定 △1,339,333 △738,685

評価・換算差額等合計 △1,229,945 △656,579

少数株主持分 40,044 40,435

純資産合計 8,923,643 8,597,423

負債純資産合計 23,694,362 22,637,983
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 

 至 平成22年９月30日) 

売上高 19,432,509 23,909,126

売上原価 14,595,295 17,912,187

売上総利益 4,837,214 5,996,938

販売費及び一般管理費 4,441,841 4,586,974

営業利益 395,372 1,409,964

営業外収益   

受取利息 8,238 6,460

受取配当金 32,034 9,904

負ののれん償却額 19,140 11,789

持分法による投資利益 186,787 227,697

その他 48,611 43,270

営業外収益合計 294,812 299,122

営業外費用   

支払利息 122,791 88,288

為替差損 51,446 34,476

その他 26,959 20,897

営業外費用合計 201,197 143,662

経常利益 488,988 1,565,424

特別利益   

固定資産売却益 － 685

子会社株式売却益 － 7,771

特別利益合計 － 8,456

特別損失   

固定資産売却損 － 204

固定資産除却損 － 2,275

投資有価証券評価損 100,221 20,190

特別退職金 － 11,737

たな卸資産評価損 39,147 －

減損損失 － 59,699

特別損失合計 139,369 94,106

税金等調整前四半期純利益 349,618 1,479,774

法人税等 139,471 494,252

少数株主利益又は少数株主損失（△） 346 △390

四半期純利益 209,800 985,913
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 

 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 349,618 1,479,774

減価償却費 431,893 383,189

減損損失 － 59,699

のれん償却額 39,846 18,468

負ののれん償却額 △19,140 △11,789

持分法による投資損益（△は益） △186,787 △227,697

退職給付引当金の増減額（△は減少） 37,508 5,672

貸倒引当金の増減額（△は減少） △118,811 15,476

受取利息及び受取配当金 △40,272 △16,364

支払利息 122,791 88,288

為替差損益（△は益） 389 3,014

有価証券評価損益（△は益） 100,221 20,190

売上債権の増減額（△は増加） 1,513,112 △1,239,713

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,290,180 △331,258

仕入債務の増減額（△は減少） △1,908,081 1,434,715

その他 47,274 8,371

小計 1,659,743 1,690,036

利息及び配当金の受取額 121,819 75,913

利息の支払額 △126,821 △96,655

法人税等の支払額 △329,759 △214,846

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,324,982 1,454,447

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △437,000 △537,000

定期預金の払戻による収入 628,515 537,000

投資有価証券の取得による支出 △64,021 △30,680

有形固定資産の取得による支出 △61,994 △139,841

有形固定資産の売却による収入 1,581 24,508

無形固定資産の取得による支出 △39,958 △49,579

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
収入

－ 14,681

その他 1,669 13,094

投資活動によるキャッシュ・フロー 28,792 △167,817

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △373,676 △654,422

長期借入れによる収入 1,300,000 1,636,000

長期借入金の返済による支出 △1,076,085 △1,584,992

社債の償還による支出 △680,000 △170,000

自己株式の取得による支出 △22 △7

配当金の支払額 △85,749 △85,698

その他 － △2,676

財務活動によるキャッシュ・フロー △915,533 △861,796

現金及び現金同等物に係る換算差額 146,407 △151,905

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 584,648 272,927

現金及び現金同等物の期首残高 2,391,912 3,183,965

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,976,560 3,456,892
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 該当事項はありません。   

  

   [事業の種類別セグメント情報]  

         前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

（注）１．事業区分の方法は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各区分に属する主要な製品 

   産業資材事業     ・・・   樹脂製品、各種ホース、工業用ゴム等 

   建設資材事業     ・・・   道路資材、港湾資材、景観土木資材、床材等 

   スポーツ施設資材事業 ・・・   スポーツ関連施設材 

   その他事業      ・・・   アウトドアスポーツ用品、ホテル業、研究開発等 

３．２その他の情報（3）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要」に記載のとおり、第１四半期

連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号 平成19年12月27日)及び「工事契

約に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)を適用しておりま

す。 

  この変更に伴い、従来の方法によった場合に比較して、当第３四半期連結累計期間の売上高は、産業資

材事業が 千円、建設資材事業が 千円、スポーツ施設資材事業が 千円増加し、営業利益

は、産業資材事業が 千円、建設資材事業が 千円、スポーツ施設資材事業が 千円増加して

おります。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
産業資材事
業（千円） 

建設資材事
業（千円）

スポーツ施
設資材事業
（千円） 

その他事業
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全
社（千円） 

連結 
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対す

る売上高 
 12,607,290  5,137,456  1,007,567  680,195  19,432,509  －  19,432,509

(2）セグメント間の

内部売上高又は振替

高 

 116,542  3,123  －  46,124  165,790 ( )165,790  －

計  12,723,832  5,140,579  1,007,567  726,319  19,598,299 ( )165,790  19,432,509

営業利益 

又は営業損失（△） 
 736,492  121,290  37,793  △14,759  880,816 ( )485,443  395,372

  
産業資材事
業（千円） 

建設資材事
業（千円）

スポーツ施
設資材事業
（千円） 

その他事業
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全
社（千円） 

連結 
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対す

る売上高 
 16,241,541  6,047,586  1,003,599  616,399  23,909,126  －  23,909,126

(2）セグメント間の

内部売上高又は振替

高 

 117,644  －  －  46,732  164,377 ( )164,377  －

計  16,359,185  6,047,586  1,003,599  663,132  24,073,503 ( )164,377  23,909,126

営業利益 

又は営業損失（△） 
 1,701,802  234,208  △2,463  △20,662  1,912,884 ( )502,920  1,409,964

3,939 129,488 91,839

903 48,311 21,140
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 [所在地別セグメント情報] 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

  北米  ・・・   米国、カナダ、メキシコ 

  その他 ・・・   中国 

３．２その他の情報（3）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要」に記載のとおり、第１四半期

連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号 平成19年12月27日)及び「工事契

約に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)を適用しておりま

す。 

   この変更に伴い、従来の方法によった場合に比較して、当第３四半期連結累計期間の日本の売上高が

225,268千円増加し、営業利益が70,355千円増加しております。 

  

  
日本 

（千円） 
北米 

（千円） 
その他 

（千円） 
計 

（千円） 
消去又は全社 

（千円） 
連結 

（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対す

る売上高 
 10,620,664  8,712,569  99,275  19,432,509  －  19,432,509

(2）セグメント間の

内部売上高又は振替

高 

 315,136  1,415  24,524  341,076 ( )341,076  －

計  10,935,800  8,713,985  123,799  19,773,585 ( )341,076  19,432,509

営業利益 

又は営業損失（△） 
 332,158  568,390  △6,154  894,394 ( )499,022  395,372

  
日本 

（千円） 
北米 

（千円） 
その他 

（千円） 
計 

（千円） 
消去又は全社 

（千円） 
連結 

（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対す

る売上高 
 13,823,246  9,860,949  224,930  23,909,126  －  23,909,126

(2）セグメント間の

内部売上高又は振替

高 

 460,755  1,939  28,169  490,864 ( )490,864  －

計  14,284,002  9,862,889  253,099  24,399,990 ( )490,864  23,909,126

営業利益 

又は営業損失（△） 
 896,241  1,027,884  △26,446  1,897,680 ( )487,715  1,409,964
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   [海外売上高] 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域の内訳は、次のとおりであります。 

(1）北米  ・・・   米国・カナダ他 

(2）その他 ・・・   中国・オーストラリア・シンガポール・イギリス他 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

   

 該当事項はありません。  

  

  北米 その他 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  8,331,620  587,821  8,919,441

Ⅱ 連結売上高（千円）  －  －  19,432,509

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 
 42.9  3.0  45.9

  北米 その他 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  9,458,168  1,076,245  10,534,414

Ⅱ 連結売上高（千円）  －  －  23,909,126

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 
 39.6  4.5  44.1

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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